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　 The design of products and environments to be 
清田　哲男
− 52 −
usable by all people, to the greatest extent 






































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ 食品保存用ラップ 視覚的な残量の明示 +4.8 ○
Ｂ メガネ レンズの取り換え可 -5.2 ×
Ｃ 保存瓶 蓋を開けやすく +2.3 ○
Ｄ つめきり 電動での切りやすさ -4.4 ×
Ｅ なわとび 電動での収納性 -7.8 ×
Ｆ 穴あけパンチ 軽い力で大量の穴あけ -2.2 ×
Ｇ テープカッター 安定性と形態の面白さ -1.9 ×
Ｈ 簡易シュレッダー 片手でのハンドル使用 -5.4 ×
Ｉ ティーバッグ 汚れない -3.4 ×
Ｊ 電動鉛筆けずり 装飾性　簡易性 -5.4 ×
Ｋ キーカバー 装飾性 -1.2 ×












































































































































Ａ つめきり 他者が使用しやすい介護用 +2.1 ○
Ｂ ソックス 他者が脱履しやすい介護用 +1.3 ○
Ｃ 箸 非力な人が使用しやすい +2.3 ○
Ｄ 黒板 車椅子で使用しやすい -1.4 ×
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